
1962年の会社設立から培ってきた、段ボール、印刷紙器、軟包装材メーカーとしての「包む」という遺伝子を生かし、

環境にやさしい製品と技術の開発を推進するダイナパック株式会社（以下、ダイナパック）。各拠点で大量に出力され

る帳票や伝票を一元管理し、電子帳簿保存法に準拠して保管することを目的に、SVF for System i を活用して電子

帳票システムを構築した。これにより、大量帳票を保管するための手間やスペースを削減するとともに、当初の想定を

超えるコスト削減を実現した。

IBM i 上の帳票基盤をSVFで再構築
法令に準拠した保管体制を確立し、保管コストを大幅に削減

大量帳票の保管作業の負荷軽減と
電子帳簿保存法への対応が急務

「ダイナミックな事業展開で、21世紀に勝ち続
ける企業」という企業理念に基づき、トータルパッ
ケージング・ソリューション・プロバイダーとして、
「人に、モノに、地球にやさしい企業」を目指すダイ
ナパック。食品や電子機器などをやさしく保護し、
美しく機能的かつ経済的でユニバーサルデザイン
に対応したパッケージ製品を創造している。
現在、「グループ5社合併」「収益力の改革」「ビ

ジョン2020」で構成される2020年に向けた長期
経営計画「ダイナミック10」を推進している。
ダイナパックでは、国内14拠点において、請求書
や売掛金元帳、仕入先元帳などの大量帳票を出力
している。出力された帳票は、各拠点の担当者が仕
分けをして保管場所に保管するのだが、この作業が
非常に大きな負担となっていた。経営企画本部 情
報システム部 部長代理 兼 情報企画グループ 課長
の榊原 良二氏は、「紙の量も多く、保管しておく場
所も限られることから、改善してほしいという要望
がありました」と話す。
また電子帳簿保存法への対応で会計帳票を7年
間保管しておくことが必要なことから、電子帳票を
保存するための方法も模索していた。さらにダイナ
パックでは、各拠点にIBM iが導入されており、拠点
ごとに必要な帳票を作成・出力していた。そのため
帳票フォーマットが拠点ごとに統一されておらず、

採用の背景
● 大量帳票の仕分け、保管作業の負荷増大
● 電子帳簿保存法に準拠した保管体制の確立
● 各拠点に分散した帳票システムの統合

導入ポイント
● IBM iで動作する帳票システム基盤
● 帳票作成ツールとしての評価、実績
● 帳票作成と電子保存のシームレスな連携

導入効果

メンテナンスも困難なため、帳票管理を集中化した
いと考えていた。
そこで6社に提案を依頼。その中の1社から、ウイ

ングアークのSVFと、大量帳票を一元管理できる
電子帳票システム「快速サーチャーGX」（開発元：
株式会社インテック）とを組み合わせたシステムが
提案された。榊原氏は、「SVFはこの提案で初めて
知りましたが、帳票作成ツールの評価、実績でナン
バーワンであるという話を聞き、さらにIBM iでも
利用できることを評価しました」と話している。

SVFで電子帳票システムを構築
IBM iもデータセンターに統合

電子帳票システムは、2010年夏より電子帳票
ツールの検討を開始し、2011年初めにSVFと
快速サーチャー GXの組み合わせの採用を決定。
2011年よりシステムの構築を開始し、4月には導
入およびテストを完了した。また並行して2011年3

月に、帳票の電子保存の申請を所轄税務署で行い、
承認を得て2012年より電子帳票システムの運用
を開始。同時に各拠点に分散していたIBM iを本社
データセンターに統合した。
電子帳票システムは、「売掛金元帳」「仕入先元帳」

「請求書」という3つのパターンが開発されている。
売掛金元帳は、IBM iのスプールデータを抽出

し、CSVデータに変換して、SVFX-Designerで
設計した帳票フォーマットに基づいてPDF化を行
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事例紹介

Interview

左：経営企画本部 情報システム部 部長代理
　   兼 情報企画グループ 課長　榊原 良二 氏

右：経営企画本部 情報システム部
　　システム管理グループ　吉田 実生 氏

● 大量帳票の保管作業の負荷軽減
● 当初の想定を超えるコスト削減
● 高い汎用性でデータの2次利用が容易に
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事例紹介

がSVFと快速サーチャー GXで電子帳票として管
理している帳票で、SVFから各拠点のプリンター
に直接印刷されているラベルが約6万枚です」と話
している。

想定以上のコスト削減を実現
今後はSVFの汎用性に期待

榊原氏は、SVFと快速サーチャー GXを組み合
わせ電子帳票システムの効果について、「請求書
は、送付用、営業担当別、総務控えの3種類が出力
されます。お客様に請求書を送る作業は残ってい
ますが、保管のための作業はなくなりました。また
営業担当別に仕分けをして配布していましたが、そ
の作業もなくなりました」と話す。
また吉田氏は、「商品の拠点間売買という取り引

きがあるのですが、これまでは紙の伝票を印刷し
て、FAXで情報のやりとりをしていました。しかし、
SVFでPDF化ができたことにより、ほかの拠点の
取引状況を端末から確認できFAXでのやりとりも
なくなりました」と話している。

い、快速サーチャー GXに登録する最も一般的な
業務パターン。登録された電子帳票は、必要なとき
にブラウザーから参照したり、印刷したりすること
ができる。
次に仕入先元帳は、スプールデータをCSVデー

タに変換することなく、IBM iから出力されたプ
レーンテキストのまま快速サーチャー GXに登録
するパターン。このとき快速サーチャー GX側で
フィールド設定を行う。
さらに請求書は、IBM iやその他のシステムか

ら、必要なデータをCSVデータで抽出し、そのま
ま保管する。必要に応じて電子帳票化したり、各拠
点のプリンターに直接印刷したり汎用的に使用で
きる。原価計算や売掛金関連の資料、伝票類など、
ほかのシステムの帳票も、指定されたフォルダに
CSVデータを登録しておけば、容易に電子帳票化
できる仕組みになっている。
また別の活用として、一部の荷札ラベルは、ス

プールデータから変換されたCSVデータをRDE

に登録し、必要に応じてSVFX-Designerで設計さ
れたラベルを各拠点のプリンターに直接出力する
ことができる。
経営企画本部 情報システム部 システム管理グ

ループの吉田 実生氏は、「現在、年間で約51万枚
の帳票を印刷しています。内訳としては、約45万枚

さらにシステム管理面での効果を吉田氏は、次
のように語る。「SVFと快速サーチャー GXがシー
ムレスに連携されているので、SVFで定義された
項目は快速サーチャー GXで再定義することなく、
引き継ぐことができるのは便利でした。また快速
サーチャー GXに登録した時点でExcelにもダウ
ンロードできるので、データの2次利用が容易にな
りました」
そのほかコスト面での効果を榊原氏は、「SVFと
快速サーチャー GXによる電子帳票システムを導
入することで、用紙代、人件費、保管料をあわせて、
年間数百万円程度のコスト削減効果を試算してい
ました。しかし現状では、予想を上回るコスト削減
効果を実現しています」と語る。
今後の展望について榊原氏は、「帳票作成のた

めにExcelやSVFなどいろいろな帳票ツールが利
用されていて、管理が非常に煩雑になっているのが
実情です。そこでSVFを標準にして、帳票管理を一
元化したいと考えています。そのためには、今後も
ウイングアークの支援に大きな期待を寄せていま
す」と話している。

導入製品

SVF for System i
IBM i上で動作する既存の帳票アプリケーショ
ンを最小限の変更で、短期かつ経済的に帳票マ
イグレーションを実現する帳票開発支援ツール。

SVFX-Designer
ひとつのデザイナーで多様なジャンルの帳票様
式に共通して利用でき、固有の環境に制約されな
い帳票基盤システムを開発する帳票設計ツール。

Report Director Enterprise（RDE）
拠点に分散する印刷システムの集中化とホストプ
リンターに替わる大量帳票処理を可能にする、統
合スプールサーバー。

SVF for PDF
精密性を重視したPDFを生成し、ピーク時の同多
重アクセスに耐えうる帳票エンジン。

Universal Connect/X
ノンプログラミングで業務の用途にあった帳票出
力を実行するファイルインターフェイス製品。
※SVF Connect SUITEの構成製品です。

ダイナパック株式会社

「紙の帳票の印刷量が多く、仕分けの作業負荷が
増大し、保管する場所も限られることから、改善
してほしいという要望があった。また電子帳簿保
存法への対応で会計帳票を7年間保管しておくこ
とが必要だった」

SVF導入後の驚きの声!

Before After
「電子帳票システムを構築したことで、大量帳票
の保管作業負荷が軽減した。また、用紙代、人件
費、保管料で、年間数百万円程度のコスト削減効
果を試算していたが、予想を上回るコスト削減効
果を実現している」

本リーフレットに掲載した会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。掲載内容は2013年11月現在のものです。 CSS007D1702

System i②データ取得

③SVFへデータを渡す

①印刷指示
OUTQ

CSVデータ

登録

高圧縮

高圧縮

SVF for System i（拡張版）
Universal Connect/X

Report Director Enterprise SVF for PDF
● プリンタステータス管理
● スプール管理　● 出力ログ管理
● ユーザー権限管理

【帳票サーバ】
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PDF出力
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SVFX-Designer
【帳票開発（PC）】


